








 

今年度より全国的にB型肝炎母子感染防止事業が開始され、予防処置の方法として厚生省

から標準方式の指針がだされている。しかしながらHBIG、HB ワクチンの投与基準や投与法

を再検討し、最適な方法を見出すことも必要と思われる。そこで、これらの問題を検討す

ることを目的とした。 


